
①県支出金（普通交付金） 約 24.33 億円 → ①保険給付費 約 24.33 億円

※歳出の保険給付費と同額が交付される ※医療費から自己負担（３割）を引いた妙高市が負担するもの

②国民健康保険税 約 4.2 億円 → ②事業費納付金 約 6.87 億円
仮算定
※1月に
本算定

※県に納付する納付金（財源は保険税と繰入金）

国民健康保険特別会計のイメージ（Ｒ６年度版）

《歳入》 《歳出》

※加入者数は約300人減少。税収は前年に比べ、現年課税分で
3,400万円減少（滞納繰越分は含まない）

③繰入金 約 1.6 億円

→ ※Ｒ５年度まで、歳入②～③合計－歳出②の不足分については④繰越金で
賄っていたものの、Ｒ６年度の当初予算では500万円ほどを見込み、収支で

※保険税軽減分等を補う法定繰入金（国県市からの財源手当て）
賄っていたものの、Ｒ６年度の当初予算では500万円ほどを見込み、収支で
約９千万円が不足見込みとなっている。
※不足分については国保税の収入で賄う必要があるため、税率改正を行う
必要がある。
※前回のＲ４年度の改正時点では、毎年度約９千万円不足することを見込

④前年度からの繰越金 約 0.06 億円

→

※前回のＲ４年度の改正時点では、毎年度約９千万円不足することを見込
み、24％の税率上昇が必要であることから、２年おき３回にわけて８％ず
つ上昇する案を説明しており、Ｒ４年度に８％上昇したことで、繰越金を
利用しつつ、２年間国保財政を黒字で維持することができた。

⑤県支出金（特別交付金）
⑥繰入金（事務費・出産）
⑦諸収入

約 0.97 億円 → ③総務費
④保健事業費

約 0.97 億円

歳入合計 約 31.16 億円 歳出合計 約 32.17 億円

歳入差し引き不足額 約 1.01 億円 （大まかなイメージ）

資料５


